
中
国
の
河
川
流
域
は
危
機
に
あ
る
。
水
が
不
足

し
、
深
刻
な
水
汚
染
に
冒
さ
れ
、
水
生
態
系
が
計

画
不
良
の
ダ
ム
そ
の
他
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
脅

か
さ
れ
て
い
る
。
過
去
数
年
に
わ
た
り
、
水
汚
染
、

水
不
足
、
ダ
ム
建
設
の
問
題
が
全
国
的
な
論
争
と

軋
轢
を
引
き
起
こ
し
、
中
国
の
人
々
は
中
国
の
水

危
機
を
解
決
す
る
真
の
必
要
性
を
認
識
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
い
く
つ
か
の
草
の
根
組
織
が
流
域
保

全
の
取
り
組
み
に
参
加
し
、
報
道
機
関
は
、
ダ
ム

建
設
、
大
規
模
な
「
南
水
北
調
」
事
業
、
そ
の
他

導
水
事
業
な
ど
、
流
域
管
理
に
関
す
る
経
済
、
社

会
、
環
境
問
題
に
対
し
て
積
極
的
に
言
及
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
大
規
模
水
利
事
業
と
水
汚
染
問
題

は
中
国
の
報
道
機
関
の
注
目
を
浴
び
て
い
る
。

こ
の
「
グ
リ
ー
ン
な
」
報
道
へ
の
注
目
は
一
九

九
○
年
代
後
半
に
、
国
務
院
が
報
道
機
関
に
中
国

に
お
け
る
科
学
の
発
展
と
環
境
保
護
の
促
進
と
い

う
役
割
│
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
論
争
を
呼
ぶ
水
問

題
を
報
道
す
る
自
由
│
を
付
与
し
た
こ
と
で
始
ま

っ
た
。
本
稿
の
主
た
る
関
心
は
、
中
国
の
水
問
題

に
関
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
報
道
が
政
府
の
流

域
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
改
善
す
る
に
あ
た
り
い
か
に
決

定
的
な
要
因
と
な
っ
た
か
に
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿

で
は
、
中
国
に
お
け
る
流
域
管
理
と
環
境
保
全
に

お
け
る
公
衆
参
加
（public participation

）
を
促

進
す
る
に
あ
た
り
、
報
道
機
関
の
変
化
す
る
役
割

や
増
大
す
る
責
任
を
明
ら
か
に
す
る
。

●
公
衆
参
加
の
促
進
と
報
道
機
関

一
九
七
九
年
に
始
ま
っ
た
経
済
改
革
以
来
、
報

道
機
関
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
裁
判
所
、
苦
情
相
談
の
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
を
通
し

て
、
中
国
の
人
々
が
環
境
保
全
に
参
加
す
る
チ
ャ

ネ
ル
が
増
大
し
て
き
た
。
中
国
は
現
在
、
政
治
・

経
済
・
社
会
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
大
規
模
な
変
革

を
行
っ
て
い
る
最
中
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
公
衆

参
加
の
チ
ャ
ネ
ル
に
つ
い
て
、
十
分
に
整
備
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
り
、
台
頭
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ク
タ
ー

の
よ
う
に
、
政
治
的
制
約
が
あ
っ
た
り
し
て
も
不

思
議
で
は
な
い
。

中
国
の
指
導
層
は
な
お
中
国
共
産
党
の
支
配
を

維
持
し
、
党
・
政
府
の
権
威
に
対
す
る
直
接
的
な
、

い
か
な
る
挑
戦
を
も
抑
圧
し
続
け
て
い
る
。
ま
た

彼
ら
は
経
済
改
革
に
伴
う
政
治
的
自
由
の
拡
大
に
、

支
配
の
ル
ー
ル
を
あ
わ
せ
て
い
く
必
要
性
に
も
気

づ
い
て
い
る
。
指
導
層
が
こ
う
し
た
政
治
的
自
由

を
（
あ
る
程
度
）
受
け
入
れ
る
背
景
に
は
、
公
共

政
策
の
実
施
や
地
方
政
府
へ
の
監
視
に
お
い
て
人

々
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て

き
て
い
る
と
い
う
認
識
が
あ
る
。

こ
う
し
た
中
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
、
共
産
党

の
「
耳
、
目
、
口
」
と
し
て
の
従
来
の
役
割
か
ら
、

政
府
の
行
き
過
ぎ
を
監
視
す
る
社
会
的
触
媒
と
し

て
活
躍
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
九
八
年
一

○
月
に
、
中
国
中
央
テ
レ
ビ
局
（
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
）
を

訪
問
し
た
朱
鎔
基
総
理
（
当
時
）
は
、
メ
デ
ィ
ア

を
「
政
府
の
鏡
」
で
あ
る
と
比
喩
し
た
。
こ
こ
で

言
う
「
鏡
」
と
は
、
率
直
な
批
判
を
す
る
友
人
と

い
う
意
味
で
あ
る
。

中
国
で
は
、
環
境
保
全
分
野
に
お
け
る
公
衆
参

加
の
促
進
に
あ
た
っ
て
、
報
道
機
関
が
他
に
は
な

い
優
位
性
を
有
し
て
い
る
。
第
一
に
、
宣
伝
教
育

を
通
し
て
強
化
さ
れ
る
人
々
の
意
識
が
、
公
衆
参

加
の
基
礎
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
ニ
ュ

ー
ス
や
情
報
の
配
信
に
よ
っ
て
、
政
府
の
行
政
活

動
と
政
策
形
成
の
透
明
性
を
高
め
、
人
々
の
知
る

権
利
を
保
護
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
で
あ

る
。
第
三
に
、
政
府
、
人
々
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
間
の
緊

密
な
対
話
と
協
力
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

相
互
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

点
で
あ
る
。
政
府
と
人
々
の
間
の
相
互
関
係
を
促

進
す
る
と
い
う
役
割
は
、
報
道
機
関
が
党
・
政
府

中
国
の
流
域
環
境
保
全
に
お
け
る
公
衆
参
加
と
報
道
機
関
の
役
割
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の
宣
伝
道
具
で
あ
っ
た
、
従
来
の
国
家
と
社
会
の

間
に
お
け
る
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
の
関
係
か
ら
の
変

化
を
意
味
し
て
い
る
（
図
１
）。

近
年
、
中
国
で
は
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
報
道
機
関
の

連
携
が
強
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
の
背
景
と
し
て
、

影
響
力
の
あ
る
主
な
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
代
表
が
報
道

機
関
の
出
身
で
あ
る
か
、
現
在
も
所
属
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
連
携
の
例
と
し
て
、「
環
境
記

者
サ
ロ
ン
」
が
あ
る
。
こ
の
北
京
を
ベ
ー
ス
と
す

る
サ
ロ
ン
は
毎
月
議
論
の
場
を
設
け
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に

よ
る
環
境
運
動
に
も
影
響
力
を
及
ぼ
し
つ
つ
あ
る
。

●
流
域
環
境
保
全
に
対
す
る
報
道
機
関

の
注
目

三
峡
ダ
ム
建
設
問
題
は
中
国
で
最
も
有
名
な
ダ

ム
論
争
で
あ
る
。
国
際
河
川
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
全

米
野
生
動
物
連
盟
の
よ
う
な
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
ダ
ム

の
環
境
・
社
会
的
影
響
を
憂
慮
し
、
建
設
反
対
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
た
が
、
中
国
の
報
道
機
関

に
よ
る
批
判
は
控
え
め
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
中

国
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
中
央
政
府
の
イ
ン
フ
ラ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
批
判
す
る
こ
と
は
ま
れ
で
あ
る
。

例
外
は
、
一
九
八
九
年
に
ダ
ム
へ
の
強
い
反
対
を

唱
え
た
本
、『
長
江
、
長
江
』
を
出
版
し
た
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
の
戴
晴
で
あ
っ
た
。
こ
の
本
の
中
で
、

彼
女
は
三
峡
ダ
ム
計
画
に
反
対
す
る
四
○
名
の
中

国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
科
学
者
、
技
術
者
、
水
文
学

者
の
見
解
を
紹
介
し
た
。
同
書
は
発
行
の
年
に
発

禁
と
な
り
、
三
万
部
が
破
棄
さ
れ
、
彼
女
自
身
も

同
年
に
投
獄
さ
れ
た
。

戴
晴
の
本
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
強
い
抑
圧
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
近
年
、
中
国
の
報
道
機
関
は
三

峡
ダ
ム
に
つ
い
て
の
論
争
を
巻
き
起
こ
し
、
環
境

保
全
に
焦
点
を
あ
て
て
報
道
し
て
い
る
。
二
○
○

四
年
初
め
、
新
た
に
発
刊
さ
れ
た
『
新
京
報
』
と

い
う
新
聞
は
、
ダ
ム
の
負
の
側
面
を
鋭
く
批
判
す

る
記
事
を
い
く
つ
か
載
せ
た
。
政
府
の
中
に
は
こ

れ
ら
の
記
事
に
憤
慨
し
た
も
の
が
い
た
こ
と
は
確

か
で
あ
る
が
、
こ
の
新
聞
社
の
ス
タ
ッ
フ
で
処
罰

を
受
け
た
も
の
は
い
な
い
。

報
道
機
関
は
ま
た
、
淮
河
、
黄
河
、
長
江
と
い

っ
た
中
国
の
主
要
河
川
に
お
け
る
深
刻
な
水
問
題

の
報
道
に
よ
り
オ
ー
プ
ン
に
な
り
始
め
た
。
二
○

○
四
年
、
報
道
機
関
は
中
央
政
府
に
よ
る
淮
河
の

水
汚
染
防
止
処
理
に
関
す
る
一
○
年
間
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
乏
し
い
成
果
に
つ
い
て
批
判
的
な
報
道

を
行
っ
た
。
生
活
排
水
、
工
業
廃
水
、
農
業
排
水

に
よ
り
、
淮
河
流
域
は
中
国
で
最
も
汚
染
さ
れ
た

河
川
水
系
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。
過
去
一
○

年
間
、
政
府
は
六
○
○
億
元
（
七
○
億
米
ド
ル
）

を
淮
河
の
水
汚
染
処
理
に
費
や
し
た
と
さ
れ
、
二

○
○
○
年
末
、
国
家
環
境
保
護
総
局
は
淮
河
の
水

は
「
き
れ
い
」
に
な
っ
た
と
公
表
し
た
。
そ
れ
ゆ

え
、
二
○
○
四
年
八
月
一
一
日
に
『
工
人
日
報
』

が
、
淮
河
は
な
お
深
刻
な
汚
染
に
さ
ら
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
流

域
住
民
を
除
い
て
、
多
く
の
中
国
国
民
に
と
っ
て

驚
き
を
持
っ
て
迎
え
ら
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ

の
記
事
は
、
も
し
政
府
が
熟
慮
し
、
慎
重
に
法
規

に
従
っ
て
事
業
を
進
め
て
い
れ
ば
、
淮
河
の
汚
染

管
理
は
も
っ
と
実
り
の
あ
る
も
の
と
な
っ
た
で
あ

ろ
う
、
と
政
府
官
僚
を
直
接
批
判
し
た
。

黄
河
は
歴
史
上
、
洪
水
を
繰
り
返
し
、
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
て
き
た
河
川
と
し
て
有
名
で
あ

る
。
し
か
し
、
流
域
の
多
く
の
省
に
よ
る
過
剰
取

水
の
た
め
、
流
水
は
一
九
九
七
年
に
は
二
七
二
日

間
に
わ
た
っ
て
途
絶
え
、
下
流
の
生
態
環
境
お
よ

び
生
物
多
様
性
を
脅
か
し
た
。
一
九
九
八
年
一
月

一
日
、『
中
国
緑
色
時
報
』
は
一
七
一
名
の
中
国

の
学
者
に
よ
る
署
名
を
付
し
、「
行
動
を
起
こ
し
、

黄
河
を
再
生
し
よ
う
」
と
い
う
声
明
文
を
発
表
し

て
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
新
た
な
政
策
を
政
府
に

求
め
た
。
同
紙
は
そ
の
声
明
文
を
発
表
し
た
こ
と

で
中
国
の
ト
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス
賞
を
受
賞
し
た
。
二

○
○
○
年
以
降
、
中
国
政
府
は
黄
河
の
水
資
源
配

分
計
画
を
実
施
し
、
下
流
に
届
く
水
を
保
証
す
る

た
め
に
、
上
・
中
流
の
水
消
費
を
制
限
し
て
い
る
。

そ
れ
以
降
、
河
川
は
干
上
が
っ
て
い
な
い
。

中
国
で
は
自
然
災
害
が
大
き
く
報
道
さ
れ
な
い

こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
九
八

年
夏
に
四
○
○
○
人
以
上
の
死
者
を
も
た
ら
し
た

長
江
の
大
洪
水
で
は
、『
中
国
緑
色
時
報
』
が
、

洪
水
は
材
木
企
業
に
よ
る
森
林
破
壊
に
大
き
な
原

因
が
あ
る
と
報
道
し
た
。
過
剰
伐
採
は
天
然
林
の

三
分
の
二
と
上
流
の
水
源
地
域
に
お
け
る
脆
弱
な

土
地
の
多
く
を
破
壊
し
、
通
常
の
夏
の
洪
水
を
大

き
く
越
え
る
深
刻
な
土
壌
流
出
を
も
た
ら
し
た
。

一
九
九
八
年
、
朱
鎔
基
総
理
は
長
江
上
流
域
お
よ

び
支
流
の
森
林
伐
採
を
禁
止
し
た
。

時
に
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
個
人
が
中
国
の
水
問

題
に
関
す
る
政
策
対
話
の
火
付
け
役
に
な
っ
て
い

る
。
例
え
ば
、
汪
永
晨
（
中
央
人
民
ラ
ジ
オ
局
の

報道機関 NGO

人々

政府

図１　公衆参加における報道機関の役割

（出所）胡勘平作成。
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ベ
テ
ラ
ン
キ
ャ
ス
タ
ー
で
、
北
京
の
イ
ン
フ
ォ
ー

マ
ル
な
環
境
団
体
「
緑
家
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の

創
設
者
の
一
人
）
は
自
分
の
ラ
ジ
オ
番
組
を
使
い
、

中
国
土
着
の
絶
滅
の
危
機
に
あ
る
長
江
イ
ル
カ
を

救
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
た
。
彼
女
は
長
江
で

船
に
乗
っ
て
い
る
と
き
に
ご
み
が
川
に
捨
て
ら
れ

る
の
を
目
撃
し
た
。
同
乗
し
て
い
た
少
年
は
ご
み

の
投
棄
が
長
江
を
イ
ル
カ
が
住
め
な
い
よ
う
な
環

境
に
し
、
い
つ
か
人
間
も
そ
の
川
の
近
く
で
住
め

な
く
な
る
と
信
じ
て
い
た
。
少
年
の
鋭
い
観
察
に

感
動
し
た
彼
女
は
特
番
で
彼
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

放
送
し
、
そ
れ
を
聞
い
た
中
央
の
指
導
者
が
直
ち

に
ご
み
の
投
棄
を
禁
止
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

近
年
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
ダ
ム
建
設
に
反
対

す
る
市
民
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
運
動
に
参
加
し
て
い
る
。

二
○
○
三
年
に
草
の
根
の
ダ
ム
反
対
運
動
が
四
川

省
で
起
こ
っ
た
。
中
国
の
歴
史
上
最
も
有
名
な
灌

漑
事
業
と
し
て
、
都
江
堰
が
世
界
文
化
遺
産
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
四
川
省
の
水
利
水
電
集
団

は
巨
大
な
楊
柳
湖
ダ
ム
を
都
江
堰
に
流
れ
る
河
川

上
流
に
建
設
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を

聞
い
て
、
汪
永
晨
の
よ
う
な
数
名
の
環
境
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
サ
イ
ト
を
訪
れ
、

ダ
ム
が
都
江
堰
の
操
作
に
決
定
的
な
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
を
知
っ
た
。
彼
女
は
北
京
に
戻
り
、
記
事

を
他
の
報
道
機
関
に
投
稿
し
た
。
最
も
大
き
な
影

響
が
あ
っ
た
の
は
、
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
に
よ
る
、
ダ
ム
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
古
代
の
灌
漑
事
業
に
及
ぼ
す
危
険

性
を
批
判
す
る
番
組
で
あ
っ
た
。
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
の
報

道
以
来
、
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

批
判
す
る
ニ
ュ
ー
ス
攻
勢
を
始
め
た
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と

報
道
機
関
双
方
か
ら
の
圧
力
で
、
四
川
省
政
府
は

二
○
○
三
年
八
月
二
九
日
に
都
江
堰
を
守
る
た
め

そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
撤
回
を
決
定
し
た
。
こ
れ

は
、
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
報
道
機
関
の
協
力
が
、
計
画

不
備
の
水
利
事
業
か
ら
河
川
を
守
る
た
め
に
大
き

な
力
を
持
ち
う
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

●
怒
江
ダ
ム
反
対
運
動

怒
江
は
、
中
国
で
水
利
開
発
が
な
く
自
然
流
が

残
さ
れ
て
い
る
二
つ
の
河
川
の
一
つ
で
あ
る
。
二

○
○
三
年
末
以
来
、
中
央
指
導
層
と
強
力
な
つ
な

が
り
の
あ
る
い
く
つ
か
の
大
規
模
な
水
利
電
力
会

社
が
こ
の
河
に
一
三
基
も
連
な
る
大
規
模
ダ
ム
の

建
設
を
決
定
し
た
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
て
、

中
国
の
環
境
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
す
ぐ

に
激
し
い
抗
議
を
始
め
、
印
刷
物
、
ラ
ジ
オ
、
テ

レ
ビ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
広
く
報
道
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
怒
江
ダ
ム
問
題
は
多
く
の
人
々
の

注
意
を
ひ
き
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
チ
ャ
ッ
ト
ル

ー
ム
や
新
聞
で
論
争
を
巻
き
起
こ
し
た
。
こ
う
し

た
全
国
的
な
批
判
の
な
か
、
ダ
ム
の
建
設
は
温
家

宝
総
理
の
介
入
に
よ
っ
て
延
期
さ
れ
た
。

怒
江
ダ
ム
に
関
す
る
論
争
の
な
か
、
雲
南
で
二

○
○
○
年
に
設
立
さ
れ
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
グ
リ
ー
ン
・

ウ
ォ
ー
タ
ー
シ
ェ
ッ
ド
は
、
ダ
ム
を
め
ぐ
る
議
論

が
環
境
運
動
家
、
政
府
、
ダ
ム
会
社
の
間
で
の
み

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
た
。
ダ
ム
に

よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
地
域
社
会
は
議
論
か
ら
排

除
さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
の
意
見
は
無
視
さ
れ
て
い

た
。
そ
こ
で
、
二
○
○
四
年
五
月
に
、
グ
リ
ー
ン

・
ウ
ォ
ー
タ
ー
シ
ェ
ッ
ド
は
ダ
ム
建
設
予
定
地
域

で
あ
る
怒
江
か
ら
一
四
名
の
住
民
代
表
を
組
織
し

て
、
一
○
年
前
に
金
沙
江
に
建
設
さ
れ
た
漫
湾
ダ

ム
や
瀾
滄
江
に
建
設
中
の
瀾
滄
ダ
ム
を
訪
問
し
た
。

こ
の
村
と
村
の
交
流
に
よ
っ
て
怒
江
の
人
々
は
、

辺
鄙
な
農
村
に
建
設
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
ダ
ム

を
規
定
す
る
様
々
な
要
因
を
実
地
で
見
る
こ
と
が

で
き
た
。
そ
の
後
、
グ
リ
ー
ン
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
シ

ェ
ッ
ド
は
こ
れ
ら
怒
江
流
域
の
人
々
が
中
国
の
報

道
機
関
を
通
し
て
意
見
を
表
明
す
る
機
会
を
設
け

た
。
こ
う
し
た
訪
問
と
そ
の
報
告
に
よ
っ
て
、
怒

江
ダ
ム
の
決
定
過
程
に
様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
の
声
が
反
映
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
グ
リ
ー
ン
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
シ
ェ
ッ
ド
は
、

二
○
○
四
年
七
月
、
怒
江
、
金
沙
江
、
瀾
滄
と
い

う
三
つ
の
河
川
で
ダ
ム
に
よ
り
影
響
を
受
け
た
、

あ
る
い
は
受
け
る
お
そ
れ
の
あ
る
人
々
に
対
し
て

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
い
た
。
四
日
間
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
い
か
に
し
て
世
界
文
化
遺
産
で

あ
る
こ
れ
ら
の
河
川
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
た
。
現
在
の
中
国
の
住

民
移
転
政
策
や
国
外
の
先
進
政
策
も
紹
介
さ
れ
た
。

最
後
に
参
加
型
社
会
影
響
評
価
（
Ｐ
Ｓ
Ｉ
Ａ
）
と

い
う
手
法
が
、
漫
湾
ダ
ム
を
例
と
し
て
紹
介
さ
れ

た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
後
、
参
加
し
た
村
人
は

自
ら
の
村
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
き
、
他
の
村

人
に
ダ
ム
建
設
の
負
の
側
面
や
ダ
ム
建
設
の
決
定

過
程
に
お
け
る
知
る
権
利
や
参
加
す
る
権
利
を
伝

え
た
。

二
○
○
四
年
一
○
月
二
七
〜
二
九
日
、
グ
リ
ー

ン
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
シ
ェ
ッ
ド
は
瀾
滄
江
及
び
金
沙

江
の
大
朝
山
、
漫
湾
、
小
湾
ダ
ム
サ
イ
ト
か
ら
五

アジ研ワールド・トレンド No.122（2005．11）─2021─アジ研ワールド・トレンド No.122（2005．11）



特
集

特集／中国における持続可能な流域ガバナンスと国際協力

人
の
村
人
を
北
京
で
開
か
れ
た
「
国
連
ダ
ム
と
開

発
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
参
加
す
る
の
を
支
援
し
た
。

ダ
ム
で
影
響
を
受
け
た
中
国
の
人
々
が
ハ
イ
レ
ベ

ル
の
ダ
ム
建
設
会
議
に
参
加
す
る
の
は
こ
れ
が
初

め
て
で
あ
っ
た
。
村
人
代
表
達
は
、
高
級
政
府
官

僚
、
ダ
ム
会
社
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
国
内
外
の
ダ
ム
建
設

専
門
家
ら
と
の
対
話
に
参
加
す
る
機
会
を
得
た
。

こ
れ
ま
で
ダ
ム
で
影
響
を
受
け
て
き
た
人
々
は
声

を
あ
げ
ら
れ
ず
、
政
府
や
ダ
ム
会
社
の
決
定
を
受

け
入
れ
る
し
か
な
か
っ
た
と
い
う
中
国
の
ダ
ム
決

定
過
程
の
歴
史
を
変
え
た
の
で
あ
る
。
会
議
に
お

い
て
、
村
人
達
は
「
四
つ
の
村
人
の
権
利
」
を
提

唱
し
た
。
①
知
る
権
利
、
②
決
定
過
程
に
参
加
す

る
権
利
、
③
実
施
過
程
に
参
加
す
る
権
利
、
④
ダ

ム
建
設
を
監
視
す
る
権
利
、
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

提
唱
は
国
内
外
の
報
道
機
関
に
大
き
く
注
目
さ
れ
、

彼
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
国
内
外
の
人
々
に
広
く
伝

え
ら
れ
た
。

報
道
機
関
は
怒
江
ダ
ム
問
題
を
め
ぐ
り
非
常
に

活
発
に
報
道
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
例
え
ば
、
二

○
○
三
年
の
後
半
、
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
は
グ
リ
ー
ン
・
ウ

ォ
ー
タ
ー
シ
ェ
ッ
ド
を
招
き
、
怒
江
ダ
ム
に
関
す

る
住
民
移
転
の
専
門
家
と
し
て
発
言
す
る
機
会
を

与
え
た
。
ま
た
グ
リ
ー
ン
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
シ
ェ
ッ

ド
は
主
に
北
京
を
ベ
ー
ス
と
す
る
報
道
機
関
の
た

め
に
現
地
取
材
ツ
ア
ー
を
組
織
し
た
。
二
○
○
三

年
と
二
○
○
四
年
の
二
年
間
で
五
○
以
上
の
新
聞

や
他
の
メ
デ
ィ
ア
、
一
○
○
以
上
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
が
怒
江
ダ
ム
の
住
民
移
転
問
題
を
報
道
し
た
。

報
道
機
関
は
、
ダ
ム
問
題
の
透
明
性
を
高
め
、
一

般
の
人
々
に
ダ
ム
で
影
響
を
受
け
る
人
々
の
声
を

含
め
た
様
々
な
側
面
を
伝
え
て
き
た
。
結
果
と
し

て
、
世
論
は
今
や
ダ
ム
の
決
定
過
程
に
お
け
る
重

要
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

●
環
境
運
動
に
お
け
る
報
道
機
関
の
課

題そ
も
そ
も
、
報
道
機
関
は
、
政
府
系
で
あ
れ
商

業
系
で
あ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
益
を
最
大
化
す
る

よ
う
振
る
舞
う
と
同
時
に
、
独
立
し
た
立
場
か
ら

報
道
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
健
全
な
報
道
シ
ス
テ

ム
は
一
般
の
人
々
の
価
値
や
意
見
を
表
現
し
、
人

々
と
政
府
機
関
の
橋
渡
し
の
機
能
を
果
た
す
「
公

的
メ
デ
ィ
ア
」
を
含
む
べ
き
で
あ
る
。
公
的
メ
デ

ィ
ア
は
人
々
の
様
々
な
見
解
を
表
現
す
る
こ
と
で

社
会
的
公
平
性
を
促
進
す
る
。
残
念
な
が
ら
、
環

境
報
道
に
お
い
て
い
く
ら
か
自
由
が
見
ら
れ
る
も

の
の
、
全
体
と
し
て
中
国
に
お
け
る
報
道
シ
ス
テ

ム
は
真
の
「
公
的
メ
デ
ィ
ア
」
か
ら
は
ほ
ど
遠
い
。

お
そ
ら
く
、
そ
の
よ
う
な
メ
デ
ィ
ア
の
「
エ
コ
シ

ス
テ
ム
」
は
現
在
進
行
中
の
社
会
的
・
政
治
的
・

経
済
的
改
革
と
と
も
に
来
る
で
あ
ろ
う
成
熟
し
た

社
会
に
お
い
て
、
初
め
て
現
実
的
な
も
の
と
な
る

で
あ
ろ
う
。

現
在
、
中
国
の
報
道
機
関
は
新
た
な
改
革
の
段

階
に
あ
る
。
す
べ
て
の
報
道
機
関
は
政
府
系
報
道

機
関
か
商
業
系
報
道
機
関
の
ど
ち
ら
か
に
分
類
さ

れ
よ
う
と
し
て
お
り
、
公
的
メ
デ
ィ
ア
は
全
く
無

視
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
改
革
が
実
施
さ
れ

る
と
、『
中
国
緑
色
時
報
』
や
『
中
国
環
境
報
』

の
よ
う
に
、
環
境
報
道
に
特
化
し
て
き
た
メ
デ
ィ

ア
は
、
当
局
の
報
道
機
関
と
し
て
分
類
さ
れ
、
政

府
の
代
弁
者
と
な
っ
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
る
。

そ
し
て
こ
れ
ら
代
表
的
な
環
境
報
道
機
関
に
よ
る

報
道
は
政
府
の
公
式
見
解
、
政
治
的
ス
ロ
ー
ガ
ン
、

政
府
官
僚
の
行
動
や
見
方
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま

い
、
本
当
の
環
境
問
題
は
軽
視
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

政
府
の
指
導
層
に
と
っ
て
も
、
一
般
の
人
々
に

と
っ
て
も
、
市
民
社
会
の
概
念
は
薄
弱
で
あ
る
が
、

報
道
機
関
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
同
様
、
人
々
の
参
加
を
促

進
し
、
環
境
問
題
に
対
す
る
人
々
の
声
を
よ
り
多

く
伝
え
る
こ
と
に
よ
り
、
中
国
の
市
民
社
会
を
効

果
的
に
強
化
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
国
の
宣

伝
手
段
と
見
な
さ
れ
が
ち
な
中
国
の
報
道
機
関
も
、

環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
環
境
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
通
し
て
、

環
境
政
策
過
程
に
お
け
る
効
果
的
な
公
衆
参
加
の

手
段
と
な
り
う
る
の
で
あ
る
。

（
フ 

ー
・
カ
ン
ピ
ン
／
『
中
国
緑
色
時
報
』
編

集
部
長
、
ユ
ィ
・
シ
ャ
オ
ガ
ン
／
グ
リ
ー
ン

・
ウ
ォ
ー
タ
ー
シ
ェ
ッ
ド
代
表
、
抄
訳
＝
お

お
つ
か　

け
ん
じ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
新

領
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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